
い
た
が
、
昭
和
六
十
一
年
の
「
第
五
次
空
港
整
備
五
箇
年
計
画
」
で
は
欄
外
に
注
記
す
る
形

で
記
載
さ
れ
た
。
平
成
元
年
に
兵
庫
県
・
神
戸
市
経
済
界
で
神
戸
空
港
建
設
促
進
協
議
会
が

設
立
さ
れ
、
三
年
の
「
第
六
次
空
港
整
備
五
箇
年
計
画
」
で
は
新
規
事
業
と
し
て
組
み
入
れ

ら
れ
、
整
備
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
大
阪
国
際
空
港
は
地
元
住
民
か
ら
の
声
を
尊
重
し
て
、
大
阪
国
際
空
港
騒
音
対
策

協
議
会
（
一
一
市
協
）
に
よ
り
空
港
の
撤
去
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
た
が
、
平
成
二
年
に
三

回
に
わ
た
る
大
阪
国
際
空
港
懇
話
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
意
見
と
し
て
、
存
廃
に
つ
い
て
は
、

「
将
来
の
航
空
需
要
等
を
考
え
れ
ば
、
環
境
問
題
に
も
充
分
留
意
し
な
が
ら
存
続
す
べ
き
」

と
の
意
見
が
大
勢
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
環
境
対
策
に
つ
い
て
は
、「
継
続
し
て
発
生
源
対
策
、

周
辺
整
備
対
策
等
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
特
に
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
と
地
方
公
共
団
体
が
協
力
し
て
、
積
極
的

に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
意
見
が
多
か
っ
た
。
そ
の
後
、
同
年
十
二
月
に
国
の
航
空
審
議
会
が
大
阪
国
際
空
港
の
存
続

方
針
を
決
定
し
た
。

第
六
節
　
高
度
経
済
成
長
の
収
束
と
災
害

　
我
が
国
全
体
の
経
済
成
長
が
鈍
化
す
る
中
、
公
害
や
環
境
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
県
民
の
価
値
観
の
変
化

写真 86　神戸空港建設促進協議会の設立
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な
ど
様
々
な
要
因
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
代
に
大
き
な
災
害
が
起

こ
ら
な
か
っ
た
こ
と
と
も
無
縁
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
前
年
の
二
月
定
例
県
議
会
に
お
け
る
知
事
提
案
説
明
の
中
で
防
災
分

野
に
触
れ
て
い
る
の
が
、「
河
川
改
修
、
土
石
流
対
策
、
高
潮
対
策
な
ど
を
積

極
的
に
推
進
し
、
県
民
生
活
の
安
全
確
保
を
図
る
」
と
い
う
一
文
の
み
で
あ
る

こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　
こ
の
時
代
の
よ
う
に
、
大
地
震
も
起
こ
ら
ず
大
型
で
強
い
台
風
も
上
陸
し
な

か
っ
た
た
め
に
災
害
に
よ
る
被
害
が
少
な
く
な
る
と
、
防
災
投
資
は
相
対
的
に

減
少
し
た
。
そ
し
て
、
既
に
過
去
に
起
こ
っ
た
災
害
が
、
未
経
験
の
新
た
な
地

域
で
繰
り
返
さ
れ
る
と
い
う
事
態
を
招
い
た
。
ま
た
、
都
市
化
の
急
激
な
進
展

は
、
周
辺
地
域
の
無
秩
序
な
市
街
地
化
（
ス
プ
ロ
ー
ル
化
）
や
、
旧
市
街
地
に

お
け
る
木
造
密
集
市
街
地
の
形
成
を
進
行
さ
せ
、
地
震
に
弱
い
地
域
を
拡
大
さ

せ
た
。
こ
れ
が
、
後
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
被
害
拡
大
の
要
因
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
次
に
記
載
し
た
災
害
は
、
全
て
我
が
国
の
他
の
地
域
で
も
発
生
し
た
こ
と
の

あ
る
災
害
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
第
四
編
第
二
章
第
二
節
で
取
り
上
げ
る

平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
七
月
の
西
日
本
豪
雨
災
害
で
も
言
え
る
こ
と
で
あ
り
、
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被
災
地
外
で
被
災
経
験
を
役
立
て
る
こ
と
の
重
要
性
と
、
そ
れ
が
い
ま
だ
十
分
に
実
現
し
て
い
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

一
　
中
小
災
害
の
減
少

　
こ
の
期
間
中
、
全
国
で
発
生
し
た
自
然
災
害
で
最
も
犠
牲
者
が
多
か
っ
た
の
は
、
昭
和
五
十
七
（
一
九
八
二
）
年
長
崎
豪
雨

災
害
で
、
二
九
九
人
で
あ
っ
た
。
大
き
な
災
害
が
少
な
く
、
犠
牲
者
数
も
減
少
傾
向
が
続
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
第
一
編
の
昭

和
四
十
二
年
か
ら
五
十
四
年
に
お
け
る
年
平
均
犠
牲
者
数
が
二
七
五
人
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
の
時
代
に
は
一
八
八
人
に
減

少
し
、
か
つ
、
平
成
四
年
に
は
、
戦
後
最
少
の
年
間
犠
牲
者
数
一
九
人
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
。
こ
の

事
実
が
、
我
が
国
の
防
災
力
が
大
き
く
な
っ
た
と
い
う
錯
覚
を
生
み
、
そ
れ
が
一
九
九
〇
年
か
ら
始
ま
る
「
国
際
防
災
の
一
〇

年
」（ID

N
D

R

：International D
ecade for N

atural D
isaster Reduction

）
を
国
連
に
提
案
し
、
採
択
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

た
と
い
え
る
。

〔
昭
和
五
十
八
年
九
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
九
日
　
豪
雨
・
秋
雨
前
線
・
台
風
第
一
〇
号
〕

　
台
風
第
一
〇
号
は
日
本
の
南
方
洋
上
を
北
西
に
進
ん
で
、
二
十
五
日
に
沖
縄
本
島
と
宮
古
島
の
間
を
通
過
し
た
の
ち
東
シ
ナ

海
に
入
り
、
二
十
七
日
に
は
進
路
を
東
寄
り
に
変
え
て
、
二
十
八
日
一
〇
時
頃
に
長
崎
市
付
近
へ
上
陸
し
た
。
上
陸
後
は
九
州

を
横
断
し
て
高
知
県
宿す
く

毛も

市
付
近
に
再
上
陸
し
、
一
五
時
に
温
帯
低
気
圧
と
な
っ
て
南
岸
を
東
進
し
た
。
ま
た
、
二
十
四
日
頃

か
ら
西
日
本
に
停
滞
し
た
秋
雨
前
線
が
台
風
の
接
近
と
と
も
に
活
動
を
活
発
化
さ
せ
、
雨
模
様
の
日
が
続
い
た
。
特
に
、
二
十

八
日
に
は
県
内
で
も
早
朝
か
ら
強
雨
が
断
続
的
に
降
り
続
き
、
二
十
四
日
か
ら
の
総
雨
量
は
、
名
塩
（
西
宮
市
）
の
三
四
七
ミ
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リ
を
最
高
に
、羽は

束つ
か

川が
わ

（
三
田
市
）
二
七
六
ミ
リ
、西
脇
二
七
四
ミ
リ
、柏
原
（
柏
原
町
（
現

丹
波
市
））
二
六
四
ミ
リ
、
生
野
（
生
野
町
（
現
朝
来
市
））
二
六
四
ミ
リ
、
一
宮
（
宍
粟
郡
一

宮
町
（
現
宍
粟
市
））
二
六
二
ミ
リ
、
三
川
山
（
香
住
町
（
現
香
美
町
））
二
六
一
ミ
リ
、
大
屋

（
大
屋
町
（
現
養
父
市
））
二
四
三
ミ
リ
、
三
田
二
三
七
ミ
リ
、
豊
岡
二
一
三
ミ
リ
と
、
各
地

で
二
〇
〇
ミ
リ
を
超
え
る
雨
量
を
観
測
し
た
。
雨
は
温
帯
低
気
圧
が
潮
岬
付
近
を
通
過
後
、

よ
う
や
く
止
ん
だ
が
、
神
戸
市
付
近
で
は
こ
の
頃
か
ら
北
風
が
強
く
な
り
、
最
大
瞬
間
風

速
は
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
最
大
風
速
は
一
九
・
一
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
。
こ
の
台
風
と
前
線

に
よ
る
大
雨
で
、
県
内
で
は
河
川
の
氾
濫
、
山
・
崖
崩
れ
等
の
災
害
が
多
く
発
生
し
た
。

県
は
、
九
月
二
十
八
日
か
ら
十
月
末
ま
で
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
自
衛
隊
に
西
宮
市
、

加
古
川
市
、
春
日
町
、
山
南
町
（
と
も
に
現
丹
波
市
）
へ
の
災
害
派
遣
を
要
請
し
た
。
県
内
計
三
六
市
町
に
も
災
害
対
策
本
部
が

設
置
さ
れ
、
春
日
町
、
山
南
町
、
西
脇
市
、
黒
田
庄
町
（
現
西
脇
市
）
に
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
。
県
内
の
被
害
状
況
は
、

死
者
・
行
方
不
明
者
一
四
人
、
負
傷
者
一
六
人
、
住
家
の
全
壊
一
一
棟
、
半
壊
四
五
棟
、
一
部
損
壊
二
一
棟
、
床
上
浸
水
一
七

八
三
棟
、
床
下
浸
水
一
万
七
九
二
棟
、
非
住
家
被
害
八
棟
、
病
院
施
設
被
害
一
カ
所
、
通
信
施
設
被
害
一
七
八
カ
所
、
土
木
関

係
の
被
害
額
二
一
九
億
二
〇
七
〇
万
円
、
農
林
関
係
の
被
害
額
一
六
六
億
六
三
六
七
万
円
、
商
工
被
害
三
七
億
六
二
七
万
円
、

文
教
施
設
被
害
（
二
〇
カ
所
）
一
億
三
二
八
万
円
、
そ
の
他
被
害
三
億
九
二
一
九
万
円
な
ど
で
あ
っ
た
。

〔
昭
和
六
十
二
年
十
月
十
六
日
か
ら
十
七
日
　
豪
雨
・
台
風
第
一
九
号
〕

　
本
州
南
方
海
上
を
北
上
し
た
台
風
第
一
九
号
は
、
高
知
県
室
戸
市
付
近
に
上
陸
し
、
そ
の
後
は
速
度
を
速
め
な
が
ら
北
北
東

写真 87　�昭和 58年台風第10号による�
河川氾濫（山南町）
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に
進
ん
だ
。
明
石
市
付
近
に
再
上
陸
し
た
あ
と
、
近
畿
地
方
を
通
過
、
能
登
半
島
を
経
て
、
青
森
県
と
秋
田
県
境
付
近
に
達
し

た
。
県
内
で
は
、
十
六
日
早
朝
か
ら
降
り
始
め
た
雨
が
、
夕
方
か
ら
は
北
部
を
中
心
に
強
ま
り
、
夜
半
に
は
県
内
全
域
で
強
雨

と
な
っ
た
。
こ
の
強
雨
は
、
十
七
日
早
朝
か
ら
次
第
に
弱
ま
っ
た
。
ま
た
、
風
は
十
六
日
昼
頃
か
ら
次
第
に
強
ま
り
、
県
南
部

地
方
で
は
一
〇
〜
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
風
が
吹
き
続
い
た
が
、
十
七
日
夕
方
に
は
弱
ま
っ
た
。
県
内
の
最
大
風
速
は
、
洲
本
で
二

〇
・
一
メ
ー
ト
ル
、
最
大
瞬
間
風
速
も
洲
本
で
三
五
・
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
こ
の
台
風
の
影
響
で
、
県
内
各
地
で
浸
水
や

冠
水
被
害
が
発
生
し
、
ま
た
、
内
海
の
定
期
航
路
が
欠
航
と
な
っ
た
ほ
か
、
大
鳴
門
橋
も
一
時
通
行
止
め
と
な
っ
た
。
神
戸
で

の
最
大
風
速
は
一
九
・
一
メ
ー
ト
ル
、
最
大
瞬
間
風
速
は
三
三
・
五
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
。
期
間
降
水
量
は
三
川
山
三
八
七
ミ

リ
、
村
岡
（
村
岡
町
（
現
香
美
町
））
二
六
四
ミ
リ
、
香
住
二
四
四
ミ
リ
、
温
泉
（
温
泉
町
（
現
新
温
泉
町
））
二
一
五
ミ
リ
、
和
田

山
（
和
田
山
町
（
現
朝
来
市
））
二
一
一
ミ
リ
、
家
島
（
家
島
町
（
現
姫
路
市
））
二
〇
七
ミ
リ
、
姫
路
一
七
四
ミ
リ
、
豊
岡
一
六
七

ミ
リ
、
日
降
水
量
の
最
大
は
三
川
山
二
二
九
ミ
リ
、
一
時
間
降
水
量
の
最
大
は
家
島
六
一
ミ
リ
だ
っ
た
。

　
県
内
の
被
害
状
況
は
、
負
傷
者
二
人
、
住
家
の
一
部
破
損
六
棟
、
床
上
浸
水
一
六
七
棟
、
床
下
浸
水
三
三
七
七
棟
、
非
住

家
被
害
三
六
三
棟
、
土
木
関
係
の
被
害
九
四
億
八
九
〇
万
円
、
農
林
水
産
関
係
の
被
害
五
六
億
九
一
六
六
万
円
な
ど
で
あ
っ

た
。

〔
平
成
二
年
九
月
十
二
日
か
ら
二
十
日
　
豪
雨
・
秋
雨
前
線
・
台
風
第
一
九
号
〕

　
秋
雨
前
線
が
瀬
戸
内
付
近
に
停
滞
し
、
前
線
上
を
通
っ
た
低
気
圧
と
暖
湿
気
流
の
影
響
で
前
線
活
動
が
活
発
と
な
っ
た
。
前

線
は
、
十
六
日
に
は
四
国
南
岸
ま
で
南
下
し
た
が
、
十
七
日
に
は
再
び
日
本
海
沿
岸
ま
で
北
上
し
、
大
型
で
非
常
に
強
い
台
風

第
一
九
号
か
ら
の
暖
湿
流
（
湿
舌
）
が
入
り
込
み
、
十
七
日
か
ら
十
八
日
に
か
け
て
大
雨
が
降
っ
た
。
こ
の
台
風
は
、
十
九
日
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二
〇
時
頃
、
和
歌
山
県
白
浜
町
に
上
陸
し
た
。
台
風
の
接
近
に
伴
い
十
九

日
に
は
風
雨
が
強
ま
り
、
洲す

本も
と

で
最
大
瞬
間
風
速
三
七
・
五
メ
ー
ト
ル
を

記
録
し
た
。
県
内
の
期
間
降
水
量
（
十
二
日
〇
時
〜
二
十
日
二
四
時
）
は
、

三
川
山
七
六
五
ミ
リ
、
香
住
六
〇
一
ミ
リ
、
村
岡
五
七
九
ミ
リ
、
温
泉
五

三
三
ミ
リ
、
豊
岡
五
一
五
・
五
ミ
リ
、
姫
路
三
八
〇
ミ
リ
で
あ
っ
た
。
日

降
水
量
の
最
大
は
、
三
川
山
三
七
四
ミ
リ
（
十
九
日
）、
香
住
二
九
二
ミ
リ

（
十
九
日
）、一
時
間
降
水
量
の
最
大
は
、南
淡
（
南
淡
町
（
現
南
あ
わ
じ
市
））
八
一
ミ
リ
（
十
八
日
五
時
）、郡
家
（
津
名
郡
一
宮
町
（
現

淡
路
市
））
五
九
ミ
リ
（
十
八
日
六
時
）
で
あ
っ
た
。
県
は
、
九
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
災
害

対
応
に
あ
た
っ
た
。
県
内
の
被
害
状
況
は
、
死
者
二
人
、
負
傷
者
三
人
、
住
家
の
全
壊
三
棟
、
半
壊
四
棟
、
一
部
損
壊
二
棟
、

床
上
浸
水
一
六
四
四
棟
、
床
下
浸
水
九
〇
六
九
棟
、
山
・
崖
崩
れ
四
〇
カ
所
、
堤
防
決
壊
六
カ
所
、
橋
梁
流
失
六
カ
所
、
道
路

損
壊
二
〇
カ
所
、
船
舶
被
害
四
隻
、
通
信
施
設
障
害
七
三
一
〇
回
線
、
田
畑
流
失
・
埋
没
七
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
田
畑
冠
水
八
〇

〇
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
農
業
関
係
の
被
害
七
三
億
六
七
八
七
万
円
、
林
業
関
係
の
被
害
一
五
億
二
四
四
六
万
円
、
水
産
業
関
係
の

被
害
五
九
一
五
万
円
な
ど
で
あ
っ
た
。

〔
平
成
三
年
九
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
　
暴
風
・
高
潮
・
台
風
第
一
九
号
〕

　
大
型
で
強
い
台
風
第
一
九
号
は
、
二
十
七
日
一
六
時
過
ぎ
に
長
崎
県
佐
世
保
市
付
近
に
中
心
気
圧
九
四
〇
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル

の
勢
力
で
上
陸
し
、
佐
賀
市
、
福
岡
市
付
近
を
通
過
し
て
、
加
速
し
な
が
ら
山
陰
沖
を
北
東
に
進
ん
だ
。
県
内
で
は
、
二
十
七

日
昼
前
か
ら
南
寄
り
の
風
が
強
ま
り
、
台
風
の
暴
風
圏
に
入
っ
た
同
日
夜
か
ら
二
十
八
日
未
明
に
か
け
て
、
猛
烈
な
暴
風
に
見

写真 88　�平成 2年台風第 19 号
による河川氾濫�
（城崎町）
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舞
わ
れ
た
。
県
内
の
最
低
気
圧
は
豊
岡
九
七
七
・
三
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
で
、
最
大
風

速
は
姫
路
二
四
・
五
メ
ー
ト
ル
、
最
大
瞬
間
風
速
は
洲
本
四
〇
・
八
メ
ー
ト
ル
、
神

戸
三
一
・
八
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
。
一
方
、
期
間
降
水
量
は
家
島
五
九
ミ
リ
、
日
最
大

降
水
量
は
大
屋
四
〇
ミ
リ
、
一
時
間
最
大
降
水
量
は
家
島
二
二
ミ
リ
な
ど
に
と
ど
ま

り
、
風
台
風
で
あ
っ
た
。
こ
の
暴
風
に
よ
り
、
赤
穂
市
で
倒
れ
た
ス
チ
ー
ル
製
車
庫

の
下
敷
き
と
な
っ
て
全
治
一
カ
月
の
け
が
を
負
う
な
ど
、
一
二
名
が
重
傷
を
負
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
ほ
か
、
各
私
鉄
は
電
車
の
運
行
を
停
止
し
、
高
速
道
路
も
通
行
止
め
と
な
っ
た
。

神
戸
市
か
ら
四
国
・
九
州
方
面
へ
の
フ
ェ
リ
ー
、
内
海
航
路
は
ほ
ぼ
全
便
欠
航
し
た
。

ま
た
、
県
内
各
地
で
総
数
約
二
三
万
戸
が
停
電
し
、
こ
の
う
ち
約
五
万
戸
は
塩
風
害
に
よ
る
停
電
と
み
ら
れ
る
。
神
戸
市
、
洲

本
市
な
ど
で
は
高
潮
に
よ
り
、姫
路
市
で
は
強
雨
に
よ
り
、浸
水
被
害
が
生
じ
た
。
県
内
の
被
害
状
況
は
、負
傷
者
六
四
人
（
重

傷
一
二
人
、
軽
傷
五
二
人
）、
住
家
の
全
壊
七
棟
、
半
壊
四
四
棟
、
一
部
損
壊
五
四
一
二
棟
、
床
上
浸
水
七
棟
、
床
下
浸
水
三
二

一
棟
、
公
共
建
物
被
害
二
七
七
棟
、
そ
の
他
非
住
家
被
害
二
四
一
九
棟
、
山
・
崖
崩
れ
一
〇
カ
所
、
河
川
損
壊
六
カ
所
、
道
路

損
壊
八
カ
所
、
鉄
道
不
通
一
六
カ
所
、
船
舶
被
害
一
一
隻
、
田
冠
水
一
八
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
通
信
施
設
被
害
一
三
八
八
回
線
、

停
電
二
三
万
戸
、
公
共
土
木
施
設
被
害
二
億
四
〇
〇
〇
万
円
、
農
林
水
産
施
設
被
害
六
億
八
八
六
〇
万
円
、
公
立
文
教
施
設
被

害
一
億
九
二
二
三
万
円
、
そ
の
他
の
公
共
施
設
被
害
三
億
五
四
万
円
、
農
産
物
被
害
四
五
億
一
六
五
九
万
円
、
林
産
物
被
害
一

億
二
四
七
五
万
円
、
畜
産
物
被
害
六
〇
三
〇
万
円
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
台
風
は
、
日
本
全
土
に
被
害
を
も
た
ら
し
、
東
北
地

方
で
は
暴
風
に
よ
っ
て
り
ん
ご
が
大
き
な
被
害
を
受
け
、「
り
ん
ご
台
風
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

写真 89　�平成 3年台風第 19号により座礁
した貨物船（姫路市）��
（神戸新聞社提供）

第三章　全県全土公園化と交流・連携の基盤整備

257



〔
平
成
五
年
九
月
二
日
か
ら
四
日
　
暴
風
・
高
潮
・
台
風
第
一
三
号
〕

　
南
西
諸
島
に
沿
っ
て
北
上
し
た
台
風
は
、
三
日
一
六
時
前
に
中
心
気
圧
九
三
〇
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
、
最
大
風
速
五
〇
メ
ー
ト

ル
と
い
う
記
録
的
な
勢
力
で
鹿
児
島
県
薩
摩
半
島
に
上
陸
し
、
そ
の
後
、
徐
々
に
衰
え
な
が
ら
大
分
県
か
ら
豊
後
水
道
に
出
て
、

四
国
を
通
っ
て
四
日
四
時
に
鳥
取
県
か
ら
日
本
海
へ
抜
け
た
。
県
内
は
、
四
日
夜
半
過
ぎ
に
暴
風
域
に
入
っ
た
。
こ
の
た
め
、

看
板
等
の
飛
散
、
倒
木
が
相
次
ぎ
、
ま
た
、
こ
れ
ら
に
よ
る
電
線
の
切
断
で
、
停
電
が
神
戸
市
や
加
古
川
市
、
淡
路
島
な
ど
の

一
二
市
一
六
町
の
約
二
万
世
帯
に
及
ん
だ
。
Ｊ
Ｒ
山
陽
新
幹
線
も
倒
木
の
た
め
一
時
不
通
と
な
り
、
ま
た
、
在
来
線
、
私
鉄
各

社
に
も
影
響
が
出
た
。
そ
の
他
内
海
航
路
は
三
日
の
全
便
が
欠
航
し
た
が
、
四
日
午
後
に
ほ
と
ん
ど
の
便
が
正
常
に
戻
っ
た
。

各
高
速
道
路
等
も
三
日
深
夜
か
ら
通
行
止
め
の
規
制
が
な
さ
れ
た
。
局
地
的
な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
県
中
・
西
部
で
は
、
宍
粟

郡
・
佐
用
郡
な
ど
で
民
家
に
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
。
期
間
降
水
量
は
大
屋
一
五
三
ミ
リ
、
日
最
大
降
水
量
は
一
宮
一
〇
二
ミ

リ
、
一
時
間
最
大
降
水
量
は
一
宮
五
七
ミ
リ
で
あ
っ
た
。
神
戸
港
で
は
四
時
か
ら
六
時
頃
に
か
け
て
高
潮
に
見
舞
わ
れ
、
最
高

潮
位
Ｔ
・
Ｐ
・
＋
一
一
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
最
大
偏
差
一
一
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
記
録
し
、
周
辺
の
道
路
が
冠
水
し
た
。

特
に
、
第
三
突
堤
周
辺
で
は
、
道
路
が
約
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
冠
水
し
、
越
波
に
よ
り
岸
壁
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
一
部
が
剥

が
さ
れ
た
。
農
業
関
係
で
は
、
水
稲
の
倒
伏
被
害
が
最
も
大
き
く
、
県
内
全
域
に
及
ん
だ
。
ま
た
、
県
北
部
で
は
特
産
の
二
十

世
紀
ナ
シ
に
一
〜
三
割
程
度
の
落
果
や
傷
が
付
く
被
害
が
出
た
。
県
内
の
被
害
状
況
は
、
負
傷
者
一
人
、
住
家
の
半
壊
・
破
損

三
棟
、
床
下
浸
水
五
三
棟
、
山
・
崖
崩
れ
一
四
カ
所
、
道
路
損
壊
五
八
カ
所
、
田
畑
冠
水
三
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
農
業
関
係
施
設

被
害
一
億
二
六
三
六
万
円
、
農
作
物
被
害
三
一
億
一
二
四
二
万
円
、
林
産
業
施
設
等
被
害
二
〇
〇
万
円
、
水
産
業
施
設
等
被
害

二
二
〇
万
円
、
治
山
関
係
被
害
八
九
七
〇
万
円
な
ど
で
あ
っ
た
。
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〔
そ
の
他
の
主
な
災
害
や
火
災
、
事
故
等
に
つ
い
て
〕

　
こ
の
時
期
に
発
生
し
た
火
災
と
し
て
、
一
つ
は
昭
和
五
十
六
年
四
月
二
十
七
日
に
神
戸
市
中
央
区
海
岸
通
で
発
生
し
た
大
火

が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
〇
四
世
帯
一
七
三
人
が
被
災
し
、
神
戸
市
中
央
区
に
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
。
も
う
一
つ
は
、
平
成

二
年
三
月
十
八
日
に
長
崎
屋
尼
崎
店
四
階
売
場
か
ら
出
火
し
、
五
階
で
煙
に
巻
か
れ
た
客
や
従
業
員
一
五
人
が
亡
く
な
っ
た
火

災
で
あ
る
。

　
昭
和
五
十
九
年
一
月
か
ら
三
月
に
は
、
但
馬
地
域
を
中
心
と
し
た
県
北

中
部
を
豪
雪
が
襲
っ
た
。
最
深
積
雪
は
、
村
岡
で
二
二
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
豊
岡
で
一
二
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
雪
下
ろ
し
中
の
事
故
に

よ
り
七
人
が
亡
く
な
っ
た
ほ
か
、
建
物
倒
壊
な
ど
の
被
害
も
生
じ
た
。

　
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
二
十
八
日
に
は
、
香
住
町
で
強
風
に
よ
り
余あ
ま
る
べ部

鉄
橋
列
車
転
落
事
故
が
発
生
し
、
六
人
が
亡
く
な
っ
た
ほ
か
、
住
家
に
も

被
害
が
生
じ
た
。
余
部
鉄
橋
は
、
明
治
四
十
五
（
一
九
一
二
）
年
に
完
成

し
た
東
洋
随
一
の
鋼
ト
レ
ッ
ス
ル
橋
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
事

故
を
機
に
架
け
替
え
工
事
が
行
わ
れ
、
平
成
二
十
二
年
に
現
在
の
橋
梁
が

竣
工
し
、
二
十
五
年
に
は
展
望
施
設
「
空
の
駅
」
が
設
け
ら
れ
た
。

　
平
成
六
年
九
月
六
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
大
阪
国
際
空
港
周
辺
で
時
間

雨
量
一
〇
〇
ミ
リ
を
超
え
る
局
地
的
集
中
豪
雨
が
発
生
し
、
空
港
タ
ー
ミ

写真 90　�長崎屋尼崎店火災�
（朝日新聞社提供）

写真 91　�余部鉄橋列車転落事故�
（朝日新聞社提供）
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ナ
ル
ビ
ル
の
地
下
に
設
け
ら
れ
て
い
た
配
電
盤
室
が
水
没
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
時
空
港
機
能
が
完
全
に
麻
痺
し
た
。
こ
う
し

た
事
態
は
全
国
で
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
伊
丹
市
内
で
は
、
住
家
の
半
壊
一
世
帯
、
床
上
浸
水
一
四
一
三
世
帯
、

床
下
浸
水
二
八
五
〇
世
帯
の
被
害
が
発
生
し
、
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
。

二
　
防
災
体
制
の
継
続
的
整
備

　
こ
の
時
期
は
、
兵
庫
県
地
域
防
災
計
画
の
震
災
対
策
計
画
編
の
作
成
が
進
め
ら
れ
た
ほ
か
、
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
導

入
や
衛
星
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
、
現
在
に
つ
な
が
る
取
組
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
度
重
な
る
風
水
害
に

対
し
て
は
、
河
川
改
修
や
土
石
流
対
策
、
ダ
ム
整
備
や
高
潮
対
策
等
が
進
め
ら
れ
た
ほ
か
、
水
位
雨
量
観
測
テ
レ
メ
ー
タ
ー
の

充
実
整
備
な
ど
水
防
体
制
の
強
化
が
図
ら
れ
た
（
風
水
害
に
対
す
る
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は

第
三
章
第
四
節
四
を
参
照
）。

〔
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
導
入
〕

　
県
は
、
災
害
の
多
様
性
に
対
応
し
た
立
体
的
な
防
災
体
制
の
充
実
方
策
と
し
て
、
昭
和

五
十
五
年
七
月
に
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
ひ
ょ
う
ご
」（
ベ
ル
式
二
二
二
型
、
六
十
三

年
に
川
崎
式
Ｂ
Ｋ
一
一
七
型
に
更
新
）
を
配
備
し
、
兵
庫
県
警
察
航
空
隊
に
委
託
し
て
運
航

を
開
始
し
た
。
こ
の
体
制
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
の
消
防
防
災
航
空
隊
発
足
ま
で
維

持
さ
れ
た
。

〔
県
立
防
災
科
学
館
の
開
設
〕

写真 92　�初代消防防災ヘリコプター�
「ひょうご」（ベル式 222 型）
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昭
和
五
十
九
年
に
兵
庫
県
消
防
学
校
（
神
戸
市
北
区
）
の
敷
地
内
に
防
災
科
学
館
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
施
設
の
目
的
は
、

県
民
に
防
災
に
関
す
る
教
育
、
訓
練
を
行
い
、
防
災
思
想
の
普
及
及
び
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
防
災
用
資
材
を
備
蓄
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
①
教
育
及
び
訓
練
、
②
模
型
、
文
献
、
写
真
、
フ
ィ
ル
ム
等
の
資
料
の
収
集
、
保
管
及
び
展
示
、
③

地
域
の
組
織
活
動
に
対
す
る
指
導
及
び
助
言
、
④
防
災
に
関
す
る
相
談
、
⑤
専
門
的
、
技
術
的
な
調
査
研
究
、
⑥
防
災
用
資
機

材
の
備
蓄
の
六
つ
の
業
務
が
行
わ
れ
た
。
施
設
は
、
展
示
室
、
視
聴
覚
室
、
研
修
室
か
ら

な
り
、
展
示
室
に
は
、
電
子
光
線
に
よ
る
消
火
器
の
使
い
方
や
降
雨
量
実
験
装
置
、
津
波

災
害
予
測
装
置
、
風
の
強
さ
の
体
験
、
落
雷
実
験
装
置
、
地
震
発
生
装
置
、
正
し
い
情
報

の
伝
達
な
ど
、
災
害
の
実
態
や
災
害
発
生
時
の
対
応
を
目
で
見
て
肌
で
体
験
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。
記
録
に
よ
れ
ば
、
入
館
者
は
昭
和
六
十
一
年
以
降
、
毎
年
九
〇
〇

〇
人
か
ら
一
万
五
〇
〇
〇
人
を
数
え
た
。
こ
れ
ら
の
機
能
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
に

整
備
さ
れ
た
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
・
兵
庫
県
消
防
学
校
（
三
木
市
）
と
阪
神
・
淡
路
大
震

災
記
念
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
（
神
戸
市
中
央
区
）
で
継
承
さ
れ
て
い
る
。

〔
兵
庫
県
地
域
防
災
計
画
震
災
対
策
計
画
編
の
作
成
〕

　
昭
和
五
十
三
年
度
に
兵
庫
県
防
災
会
議
の
中
に
地
震
災
害
対
策
部
会
（
委
員
一
六
名
、

専
門
委
員
四
名
）
が
設
け
ら
れ
、
震
災
対
策
計
画
の
作
成
に
向
け
た
取
組
を
開
始
し
た
。

そ
の
後
、
専
門
的
な
調
査
研
究
等
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、
昭
和
六
十
二
年
七
月
の
兵
庫
県

防
災
会
議
に
お
い
て
、
地
域
防
災
計
画
の
本
編
か
ら
独
立
す
る
形
で
震
災
対
策
計
画
編
が
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作
成
さ
れ
た
。
そ
の
少
し
前
、
昭
和
五
十
八
年
五
月
に
発
生
し
た
日
本
海
中
部
地
震
で
は
、
津
居
山
（
豊
岡
市
）
で
高
さ
五
四

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
津
波
を
記
録
し
て
お
り
、
竹
野
町
（
現
豊
岡
市
）
で
漁
船
二
七
隻
が
被
災
し
た
。
ま
た
、
翌
昭
和
五
十
九

年
五
月
に
は
、
兵
庫
県
内
で
山
崎
断
層
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
五
・
六
の
地
震
に
よ
り
播
磨
地
域
で
被
害
が
発
生
し

て
い
た
。

　
こ
の
震
災
対
策
計
画
編
は
、
県
民
生
活
の
各
分
野
に
わ
た
り
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
大
規
模
な
地
震
災
害
に
対
処
す
る
た
め
、

兵
庫
県
の
地
域
に
お
け
る
地
震
災
害
に
係
る
災
害
予
防
、
災
害
応
急
対
策
及
び
災
害
復
旧
に
関
し
、
県
、
市
町
、
指
定
地
方
行

政
機
関
、
指
定
地
方
公
共
機
関
等
の
防
災
機
関
が
処
理
す
べ
き
事
務
ま
た
は
業
務
の
大
綱
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
県
に
お
け

る
地
震
被
害
想
定
で
は
、「
兵
庫
県
の
過
去
に
お
け
る
地
震
の
発
生
状
況
」
を
基
に
、
県
域
に
比
較
的
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
す

地
震
と
し
て
、
次
の
四
つ
を
想
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
紀
伊
半
島
沖
で
発
生
す
る
海
洋
性
巨
大
地
震
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

八
・
四
、
②
日
本
海
沿
岸
で
発
生
す
る
内
陸
部
地
震
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
〇
、
③
県
南
西
部
で
発
生
す
る
内
陸
部
地
震
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
〇
、
④
大
阪
府
枚
方
市
周
辺
で
発
生
す
る
内
陸
部
地
震
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
〇
で
あ
る
。
平
成
七
年
に
発

生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
害
状
況
な
ど
か
ら
振
り
返
っ
て
、
こ
の
計
画
編
を
見
て
み
る
と
、
次
の
点
を
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
①
昭
和
五
十
三
年
に
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法

が
施
行
さ
れ
、
東
海
地
震
が
予
知
で
き
る
と
い
う
前
提
で
対
策
が
進
め
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
ま
ず
こ
の
地
震
が
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
②
過
去

に
発
生
し
た
記
録
の
あ
る
地
震
を
ベ
ー
ス
に
震
度
五
〜
六
の
地
震
を
想
定
し
て

お
り
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
よ
う
な
県
庁
所
在
地
周
辺
で
の
直
下
型
大
地
震
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が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
③
地
震
で
発
生
す
る
火
災

に
よ
っ
て
犠
牲
者
の
数
は
支
配
さ
れ
る
と
考
え
、
古
い
木
造

住
宅
が
地
震
時
に
凶
器
に
な
る
と
い
う
危
険
性
が
見
過
ご
さ

れ
て
い
た
こ
と
、
④
災
害
対
応
は
復
旧
ま
で
で
あ
り
、
復
興

は
含
ま
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
こ

う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
結
果
と
し
て
被
害
軽
減
へ
と
的
確

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

〔
衛
星
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
整
備
〕

　
全
国
の
地
方
自
治
体
の
出
捐
に
よ
り
、
平
成
二
年
に
自
治

体
衛
星
通
信
機
構
が
設
立
さ
れ
た
。
翌
年
、
通
信
衛
星
ス
ー

パ
ー
バ
ー
ド
Ｂ
３
の
Ｋ
ｕ
バ
ン
ド
（
一
二
ギ
ガ
ヘ
ル
ツ
帯
）
を

使
い
、
日
本
国
内
の
地
方
自
治
体
向
け
に
映
像
伝
送
・
音
声

通
信
（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
一
斉
指
令
）・
デ
ー
タ
通
信
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
運
用
が
始
ま
っ
た
。
県
は
平
成
四
年
よ
り
こ
れ
を

導
入
し
、
活
用
し
て
き
た
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
都
道

府
県
防
災
行
政
無
線
・
消
防
防
災
無
線
の
衛
星
通
信
系
と
し

て
、自
治
省
（
現
総
務
省
）
消
防
庁
や
、全
国
の
地
方
自
治
体・
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消
防
機
関
・
防
災
関
係
機
関
を
独
自
の
衛
星
電
話
網
で
相
互
に
結
ん
で
い
る
。
災
害
で
電
話
回
線
・
有
線
通
信
回
線
が
途
絶
し

た
場
合
は
、
こ
の
衛
星
電
話
が
唯
一
の
非
常
通
信
手
段
と
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
当
初
考
え
ら
れ
て
い
た
特
長
は
、
①
災

害
に
強
い
防
災
通
信
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
②
音
声
・
デ
ー
タ
・
画
像
情
報
の
統
合
化
と
高
品
質
の
デ
ジ
タ
ル
通
信
、
③
多
種
情

報
網
の
相
互
接
続
に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
自
動
迂
回
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
発
災
直
後
、
広
域
停
電

に
遭
遇
し
、
兵
庫
県
庁
も
被
災
し
て
自
家
発
電
装
置
も
故
障
し
た
結
果
、
初
動
対
応
等
に
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
官
邸
と
つ
な
が
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
そ
の
後
国
に
お
い
て
改
善
が
図
ら
れ
、

平
成
二
十
三
年
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
官
邸
の
速
や
か
な
初
動
対
応
の
一
助
と
な
っ
た
。
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